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1．はじめに 1807 年に発見された小惑星ベスタは HED 隕石の母天体として最も有力な天体である。大気の無い

天体である小惑星の表面物質は、常に太陽風や惑星間塵粒子の時間的変動にさらされ続けている。ベスタも例外で

はなく、Hasegawa et al. (2003) の赤外反射スペクトルの研究によると、ベスタの表層には数％程度の水が、恐

らく鉱物中の結晶水として含まれていることが示されている。HED 隕石の中では、特に母天体表層付近で形成され

たと考えられるホワルダイトのレゴリスブレッチャーには、炭素質コンドライトクラストが含まれていることが知

られている（たとえば、Gounelle et al., 2003）。本研究では、ホワルダイトのレゴリスブレッチャーに属する

EET87513、Bholghati、Kapoeta のレゴリスブレッチャーに含まれる炭素質コンドライトクラストについて、それ

らの鉱物学的特徴を隕石ごとに明らかし、更に、未固結なレゴリスの石化（Lithification）過程を鉱物学的見地

から検討する。 

2．実験手法 EET87513、Bholghati、Kapoeta 隕石の薄片から炭素質コンドライトクラストを走査電子顕微鏡を

用いて見いだし、電子マイクロアナライザを用いて化学組成分析を行った。分析の済んだクラストは実体顕微鏡下

で鋭利なタングステン針を用いて掘り出した。Kapoeta 隕石については、隕石チップ表面から実体顕微鏡下で暗色

のクラストも掘り出した。掘り出したクラスト一粒ずつについて高エネルギー加速器研究機構においてＸ線回折実

験を行い、個々のクラストの主要鉱物とその量比を求めた。 

３．結果と議論 ３つのホワルダイト、EET87513、Bholghati、Kapoeta から 103 個の炭素質コンドライトクラ

ストを発見した。EET87513 の 26 個のクラストは薄片上で 18×22μｍ～500×700μｍ（平均：90×132μｍ）であっ

た。Bholghati の 14 個のクラストの大きさは 26×35μｍ～200×230μｍ（平均：102×117μｍ）であった。Kapoeta

の 63 個のクラストは 12×17μｍ～200×450μｍの大きさ（平均：72×105μｍ）であった。 

SEM 観察と EPMA 分析値は、どの隕石でもクラストは大きく 2 種類に分かれることを示している。ひとつは水質

変成作用を受けたコンドルールが PCP に似た物質を含む細粒のマトリックス中に含まれるもので、マトリックスの

化学組成はサーペンティンが主要な珪酸塩鉱物であることを示唆している。もうひとつは細粒のマトリックスから

なるクラストで、しばしばフランボイダル・マグネタイトを含むものである。マトリックスの化学組成はサポナイ

トとサーペンティンが主要珪酸塩鉱物であることを示唆している。それぞれの比率は、EET87513 では 25：1、

Bholghati では 13：1、Kapoeta では 46：16 であった。 

EET87513 のクラストの主要鉱物は、サーペンティン・オリビン・Ca に乏しい輝石・カルサイト・カマサイトで

ある。Bholghati のクラストの主要鉱物は、前者ではオリビン・Ｃａに乏しい輝石・マグネタイト・トロイライト、

後者はマグネタイト、Ｃａに乏しい輝石である。Kapoeta のクラストの主要鉱物は、前者ではサーペンティン・オ

リビン・Ｃａに乏しい輝石・トチリナイト・カルサイト・マグネタイト、後者ではサポナイト・サーペンティン・

オリビン・Ｃａに乏しい輝石・ピロータイト・シデライトである。 

放射光 X 線回折データから分かるように、EET87513、Bholghati、Kapoeta のクラストの受けた加熱の程度には

顕著な違いがある。Bholghati のクラストからは X 線的には層状珪酸塩が確認できず、二次的に形成されたオリビ

ンや輝石が確認された。これは高温（700℃前後）下において脱水分解したものと推測できる[3]。EET87513 のク

ラストには層状珪酸塩を含んでおり、層状珪酸塩が分解するような温度（600℃程度）下に長時間さらされなかっ

たことを示唆している[3]。更に、Kapoeta の CM クラストにおいてはトチリナイトがはっきり残っている。トチリ

ナイトは 300℃未満で分解する鉱物である[4]ことから、レゴリスは 300℃以上の熱変成を受けなくても固結するこ

とが示唆される。 
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